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聞
く
人
の
こ
と
を
思
い
、さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る

は
っ
と
エ
フ
エ
ム
。

　

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
一
つ
と
っ
て

み
て
も
、そ
の
思
い
は
垣
間
見
え

ま
す
。例
え
ば
、車
で
の
移
動
が
多

い
地
域
事
情
に
合
わ
せ
て
、出
勤
、

退
勤
の
多
い
時
間
帯
に
は
、現
在

の
情
報
を
伝
え
ら
れ
る
生
放
送

を
。一
つ
一
つ
の
番
組
、一
つ
一
つ

の
コ
ー
ナ
ー
、更
に
は
発
す
る
言

葉
の
一
言
一
句
に
至
る
ま
で
、マ

イ
ク
の
向
こ
う
側
に
い
る
リ
ス

ナ
ー
へ
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

取
材
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
言

葉
は「
地
域
の
優
し
さ
に
育
て
て

も
ら
っ
た
ラ
ジ
オ
」―
。電
波
が
運

ぶ
も
の
は
、音
声
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
を
支
え
、地
域
に
支
え
ら

れ
る
ラ
ジ
オ「
は
っ
と
エ
フ
エ

ム
」。登
米
に
し
か
で
き
な
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
か
た
ち
が
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
繰

り
返
さ
れ
る
放
送
の
中
で
、か
た

ち
を
変
え
な
が
ら
よ
り
良
い
も
の

へ
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
そ
ろ
っ

て
口
に
す
る
の
は「
地
域
に
寄
り

添
う
ラ
ジ
オ
」。76
・
7
の
周
波
数

は
、こ
れ
か
ら
も
地
域
を
つ
な
ぎ

続
け
ま
す
。

　はっとエフエムの特徴は、登米市
に関わる人にとって、必要な情報を
発信する報道としての面が強いとこ
ろです。
　「情報」には、社会的情勢など幅広
い内容をお知らせする「地域へ向け
た情報」と、身近な出来事をお知らせ
する「地域内の情報」の２種類があり
ます。その２つのバランスを考えな
がら、聞いている人にとってために
なるコミュニティ放送を目指してい
ます。
　皆さんが知っている通り、災害時、
情報は特に重要なものです。私が気

仙沼市のケーブルテレビに勤めてい
た時の話です。気仙沼市に隣接して
いる地区でタンクローリー車が横
転。タンク内の重油が、気仙沼市内を
流れる川にも流入し、一時住民の飲
み水が使えなくなりました。民放で
は、事故の状況を伝える報道がほと
んどでしたが、私たちは、給水車の位
置情報や炊き出しの時間など、地域
の住民が今、必要としている情報を
最優先に放送。はっとエフエムが開
局して一年後に起きた東日本大震災
でも、マニュアルに沿った呼び掛け
ではなく、そのときに必要な情報を

タイムリーに発信することを心掛け
ました。震災が発生したのが昼間の
時間帯だったので、まずは車を安全
な場所に停車させることを呼び掛け
ました。地域や時間帯を考え、緊急時
に発信する情報を変化させ、地域の
人たちを安心させることが、地域情
報に特化したコミュニティ放送の役
割だと考えています。
　緊急時こそ、必要とされる存在に。
はっとエフエムはこれからも、地域
の皆さんに寄り添った放送を目指
し、より良い番組づくりに励んでい
きます。

　私の番組は、リスナーさんからメッ
セージをいただくコーナーが多いのが特
徴です。方言でメッセージを送ってくれ
る人もいますし、登米市に住んでいる私
が知らなかったイベントなどの情報を教
えてもらうことも。自分自身も楽しみな
がら放送させてもらっています。
　私と同じように、今までは気付かな
かった地元のいいところを知ってもらえ
るように、これからも登米の情報を伝え
ていきたいです。

　はっとエフエム開局の少し前から、岩
手県でラジオに携わっていましたが、今
は生放送中でもすぐにリスナーさんから
メッセージをいただけるので、皆さんと
の距離をとても近く感じられています。
　この仕事を通して、自分自身が以前よ
りも災害や防犯情報などに詳しくなれま
した。リスナーさんにもそういった地域
の必要な情報を届けられる「寄り添える
番組」を目指してこれからも番組を制作
していきたいと思います。

　朝の時間帯の番組を担当しているの
で、皆さんが聞いていて楽しいと思える
ような番組づくりを心掛けています。小
さな子どもでも楽しめるよう、童謡や占
いのコーナーもあります。
　先日、劇団どんちょうの会として、ラジ
オドラマに挑戦。声だけで演じることは
難しかったですが、心を込めて言葉を届
けることの大切さを学びました。この経
験を、離れていても心が通じ合うような
番組づくりに役立てていきたいです。

　「Saturday Nova!」内の「こんにちは！
お登米さん」は、市内にゆかりがある人
に話を聞く人物紹介コーナー。これまで
290を超える人たちに登場してもらいま
した。石巻市で生まれ育った私ですが、地
元愛あふれる皆さんの話から今まで知ら
なかった登米の魅力をたくさん学び、今
ではこのまちを身近な存在に感じていま
す。これからもかゆいところに手が届く
ような、聞いている人のためになる放送
を目指したいと思います。

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が

楽
し
め
る
番
組
に

皆
さ
ん
の

た
め
に
な
る
情
報
を

登米コミュニティエフエム
代表取締役兼局長
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一
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1959年生まれ。大学卒業後、
ケーブルテレビ「気仙沼テレ
ビ放送」に入社し、20 年近く放
送番組を制作。現在は、登米コ
ミュニティエフエム局長を務
めながら、登米情報紙「仙北郷
土タイムス」を発行している。

新
し
い
発
見
を

皆
さ
ん
と
と
も
に

聞
い
て
い
る
人
に

寄
り
添
え
る
番
組
へ

地域住民の役に立つ
災害に強いラジオを目指して
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